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みやぎ県南中核病院      放射線部  熊谷  伸作 

【はじめに】 

公益社団法人 日本放射線技術学会 東北支

部では、2016 年度より学会発表や、論文作成をサ

ポートするセミナー「Wilhelm Camp」を企画しており

ますが、その一環として、第 2 回ヴィルヘルム キャ

ンプ ハンズオン トレーニングを開催いたしました

ので報告いたします。 

 

【報告】 

2017年10月28日、第7回東北放射線医療技術

学術大会参加登録者限定で青森市のリンクステー

ションホール青森において、募集人員20名のところ、

9名の方が参加されました。 

飛び入りでお願いしたみやぎ県南中核病院の

坂野さんの司会による、坂本支部長の挨拶から始

まりました。前回の教訓を生かして、今回は事前配

布の資料をPDFのみとし、グラフ、図はPDFのもの

を使用することで、要点のまとめ方に重点を置き、

さらには、作成時間短縮を図りました。また、試料

論文は16編として、CT、6編、DR 2編、MRI 3編、

RI 4編、放射線治療1編とモダリティを増やし自由

度を広げたわけですが、内訳として、CTのSAH4人、

CTのX-CARE 2人、CTの金属ワイヤ2人、MRI 1

人と、CTが多い結果となりました。スタッフはかなり

気合が入ってはいたものの、参加人数が伸びなか

ったのは、他のセッションの盛り上がりが強かったも

のと思われました。参加者の方からいただいたアン

ケート結果をもとに、今後のセミナーに生かしたい

と思います。

 

 

 

 

 


